
R6能登半島地震による公費解体の状況

●：公費解体実施建物
※下図の黒丸１つ１つが解体した建物のあった場所を示しており、今回の震災の
被害が町全域に渡っていたこと、そのなかでも市街地中心部や沿岸部での被害が
大きかったことが分かります。

諸橋地区
住吉地区

甲地区
穴水地区

公費解体制度による解体・撤去工事は、2025年10月31日をもって全ての実施を終えました。
穴水町における実施棟数は、全部で2,742棟(住家757棟、非住家1,985棟)でした。


